








































































（■■■■■■■■）　●■■亀　声●d−11111111111D■■■一∧Vt1TSUB・1SH1［●一�HVOL，99　N（）e♂●UZ−42，6SA7−GT，　6SQ7−・GT・績々量産中’Aビル　2階？1建ぜvvri、lix．cf／171しジ」｛）；と』誘�h彦トびLiさfハ〃（ζ巨“ぶt1．緒　　言酸働離鮪する鍵管は蜘の如く基題鍋の上にBh及びIStあるいはこれらの混合物の炭酸盤などを塗布し，これを還元してこれらの酸化物となし，活性化なtる手績を纏て活性的なぬ：原子層を作り出し，純金麗の陰極に比してはるかに低い陰極濃度で働く豊富な電子源を得るも�Sである．したがつて炭酸鰭の麗理方法，活性化の手績のいかんによつて飽和電子流に大きな差異を生ずるものである．それゆえに陰極から放出される全電子流を雌して4ttの大なるものを鶴様に努力すること　　・試8釘求　　オ　　　　　　7†　　T　　　・宮　　　　（f）　　　　　　　　　　　　　　（o）　　／　　　　　　　　　第．1団　　’　　　；　　　　　　　　　　　　　　　”・　　，　　　　一　　　　　’tt　　　t　∵　．・・　．「’　エー、　・”『　　i’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；xs　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト陰極線オッシログラフに依る全電子放射特性の測定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　，・　　　　　e・醸化物陰極からの全t子放射を測定する目的て，高堅陰極線オツシログラフを用ひる測定装置を作つた．この回路ならびに　　　　　　　　　　　　　　　　　”−tこあを用いて測定営る二三の結果について遠べる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¢’　　tt　　．　　　　’研究所　長沼辰ニー郎　　　　　　　　　ψ　　．，　　　　　　　　．　　　　　　、・　　1・　　　・　　’t　　　　條の雌繊下鱈ことが翻らt・，しかし讃射蹴は，酸化物陰極を有するすべての鰹管，放電管あるいはまた整流管においてきわめて重要なごとである．これまで酸化物陰極に關する研究は敷多く行われており，これが電子放射に關する諸特性も漸次明かにされ，“方理　　　　　　　　　　　　　論的に櫨子編運封るにつれて固膿論の研究か臓、化物陰極は牛薄瞠として取り扱われh，仕事函敷｛直の小さいこと，一定温度における飽和電流はこの仕事函数のほ＃か商性的な撫断噸が蹴してしていることなどが明かにされたが現在なお色々と研究されている状態である．P・　sる酸働陰極の全電子放射の測定b・は梼の困難が件5ものである．第一に考慮すべきことは電子放射に’よる繊條の冷却である・すなわち甑管の陽極1こ電躍を騨して鵠子救射を搬する剛こ放搬流によつて繊は繊條の温度によつていちぢるしく蔓化するものであるから，全電子放射の測定にあたつてはこの冷却敷果の起らぬように注意して測定する必要がある．さらに酸化物陰極のごとく電子放射のきわめて大きい陰極にあつては高い陽極電eseある時間印加する時4ま嘩管を雌するおそれがある．全電子放射の測定におけるこれらの　”困難を避けるためにはきわめて短時間に測定を行ぎζ．と力泌要である．この條件を満足する＊うli，高塵陰極線わシ・「？・酬・・聯引醐極醒と陽蹴腺、のグラフを富眞に撮つて調べる潰腱装置を作b，酸化物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・｛亘’L−一一一一一≒一十一一二〒一一一ご」バ　　　　　　　　　第2■　　’　　　　tt’‘陰極の全電子放射幣性を測定した．　　　　．　�d　、2．測定回路、　　　　　’　t’二測定回路としては高塵陰極線オッシログラフ用いた．オ男シログラフの偏向板に二三百ボルトの印加電墜を輿え’た時に，敷糎の偏れが生ずるよ5にオッシログラフの内部電極の構造を改浩した．感度は陰極電塵65KV　4＞時垂直，水干爾偏向板においてそれぞれ0．15垣m∫v（＞lt，および0．13m剣voltである．　tの値は市販の低匪プラウソ管の感度の約牛分の値に相當する．このような大きな感度を有するゆえに測定せんとする陽極電塵および陽極　　　　　s　’　　　　　　　　　，　　　　　　　（135）　t　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●1、　　．電流の抵抗による電塗降下を増幅するこS・、となく，麟偏噸に印加して充分の偏　　、れを咋ぜしめることが出束る．しかもた　　　だ一回の掃引で測定せんとする現象を窟　　　眞に撮ることができるから賃空管の動作　　　特性を調べるのに極めて便利である．　　　　陰嚇オ・汽の・を用い頂蝋　　　の陽極電塵と陽極電流との關係を求める　・：基絢紡法は・正の衝鞠膣を陽極に　　　印力gtて1きわめて短時間陽極電流を流　　　，．してや．り，その電流の抵抗による電魔降　　　下を垂直偏向板に印加し，同蒔に試瞼球　　　の陽極と陰極感の電堅を水李偏向板に印　　　加してやる方法である．この測走回路に　　　は第1園（イ）および（亘）のこどきものが　　　ある．（イ〕の回路においては分流器Rを　　　流れる電流は試験球の全電子電流のほか．　　に抵抗rを流れる始登回路電流が加わり，　　　測壱曲線め最初の部分に5規則な振動う：　　　入り易いが，次の第2薗に示すよ引こ放　　　電抵抗r2を附け加えてrに比してr2．　　　の値輻充分1・さく選んでおくとこの敏鮎　　　を幾分とり除くことができる．第1圖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ロ）の回路においては分流器．Rを流　　　れる電流は試験球の全電子流のみである　　　「が，電塵軸の偏向板に加わる電感は試験（ロ）　　　　　（ハ），第3圖　Pt540のv−i曲線　　（イ）　EfF　gV　　（口）　F・／＝　10V　　（ハ）　El　＝＝　11V　　球の陽極および陰極間斥印加される電墜のほかに全電子’　　　　　　＼　　’流がRを流れることによつて生ずる電堅降下が加わる　　’ことになる．．　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　測8にはもつばら（イ）の方の回路を用いた．その理　　由は試瞼球の全電子電流を増巾することなしに測走ナる．　　　ためにはRによる電塵降下を相當に大きくしなげれぽ〆　　　　、　　ならず，したがつて（ロ＼の方の回路では試瞼球の陽極，　　陰極間め電位差のほかに，このRによる電堅降下が一一’　　緒になつて電墜偏向椥i印加き2tる．ことSなり，電堅に　　「大きな誤差を生ずることになるからでE）る，　　，　　、・　　　眞空管の陽極電露電流持性を求めるのに静的に一黙　　＋蹴める方法に比して，上記の方法は多くの利籍を持　　づている．すなわち第一に電堅の印加時間；1敷百μSの　　麟齢あろから，陰勧らの放射蹴1・よる嚇の温　　度降下の誤差が生じないことである．第二に手早く蚕曲　　線を求めることができ，かつ球を害うことなしに球の働　　作の上限まで観察できる．ことである．第三に測定し£う　　　パる懸雄接に偏脚・印加しかるe臓巾器に　　　よる誤差がkくな〜・ことである・、鰹管め電麟電流曲　’2　．（136）�d　　・／第4圖酸化物陰極を有する眞空管のS’　−1曲線の一例（規定繊條電墜Ef　6．3　V’）．（イ）IEi＝63V（ロ）E［＝6．5V（ハ）Ei＝5．OV線を求めるのにブラウソ管を用いて週期的に繰返す爾慶≡を陽極とオッシログラフの水ZF軸に與えてやる方法は試みらオtているが高堅陰極線オツシPtグラ、フを用い？　言　：　EE’ee電機・VOL．22　No．5・1948N：■｛こ▽7’．二＝’一三へ亨二三�n了で’　言’「ラー弓・．1．　　　　　　　　　　　　　　　　、　’　　　　　　‘　、　　　．　　　　　　←＼　　　’　　　　　　　　　　　ド”、t’3．e2．520∫5ノfOo．5　li＼　　　　　　　　’も25　ザゑoノ．5nO05，＝，　ア六・一；T’　三天「否；．3．θ2．5・20．／．5／．oo乏、◎　　　、50　　iθ0　　’50　20◎　25◎　3002．5　．’2．0／．51．0o．5O　　　　　0　　＿a5　b．4…f！Q3e2at　　　第　5圖　　　　　　　　、0，／0．3、020．ノ’・0．　50　〆00tsV　2α）250300　　／O　　　　　　　　　　　　　　04o・亘50”00　’5θ　2002503α）−t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、’　、　　　　　　　　　　　　iY・．’　　k　　・　Lre2o／口τぎで：三≡言7二∵1◎ぎ騨　　　　　　’7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　’‘　．k　　　、、駅・唱纏鞠繊剛敵瞬二｛　　電紬灘求めた鵬少ない担ば1ζ」　　『：る・こa）．方法によれば電源およぴ周波数・で．　　などのごく僅がの饗化による圃形のふら”一　　，つきがないため剛定に候‖である・　　”　　　全屹回雛第2薗昧す蘭埠’�j　　て抵抗Rの爾端に生ずる電屋降下は陽　　　　’極電硫に酬する・羅を趨るだけ日”．．　　　　　　さくするためには抵抗はイソダク久ン，ik，”’．　　　　　・を含髄よ式緯しジなるべく齢4S・：：　　　　さいものを蹴ねばなら蕊・測定回路　，t’　　d∂）起動はスイッチS｛こよつて行う想X・931　　　撒電鰯始すると，この鋤魎≒よ1’；’i．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つて先偏位管UV−203Aおよびサィラ、〕ll　　　　トロゾTX〜920　’が働作し始める．抵抗　“　　　　　、。、を緬して操欄路の輝位管力働　∵；　　　　　酢してからTX捌醐作悩よ弓1ご、　　　　　・す9・・TX−92・の働輝獅て先偏位、1‘　　　　　借が粉嚇乱な刷に丁文一920が一　　　　　働作すれば特性曲waの始めρ部分綿調　　　　　にな6．、試験回路は始め｝：　91i6を通して．・　　　ぴ伽・デ・ポを鮪ボルN：esl．、　　電しておく．TX÷920る麺作するとζの　　　　　　　　　　s　，　　　　　　　　　　　　　　、＿　　　コンデンす二は放電を開始して試験球に　　：　　イソパルスが鋤皿され在と？行・Wご，　t’．’　tスの灘おま旛間は騨・・…およ　1　　・びコソデンサ�nCla5値を攣えて調節究　　：‘　　ることができる．勿論試験球韻荷：とし　．．　　ttて入るわけであるから，試験球の種類に．，，‘　　よつても波形（ま攣つてくるが，測定に｛ま：．　　波頭の緩かな方が樂なのでかなり鋤・な　’　　　　　波頭のイソパルスを用いた・　　　　’・　””　／1　　a．．純夕’vグスチン灘を有ナる尊　　　∵皇匙ついての測定結果　∴’　　鑓の眠酪を鰍弊牒するHts’、・，で継ゾぬテ端條楠す碩鵠　　P・−540についでv−i曲線を求めた・第　　3画にこの時のオツシitグラムを示す・　　1’（イ）ジ（ロ），（ハ）にそれ袖繊條轡∵　　Erが9，10，11Vの時のものである・1これ’　　　　　　　　　　　　　050／ω御200卿鋤　　　　　　　　　　　　　「第6町’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　d陰極線オッシログラフに依る全電子放射特性の測定・長沼　　　　　　づ　　　　　　、±　＿．一　＿　・、　い“．　・ξトのオッシ⇔グラムから明かなるごとメ曲．灘往脚暁全に噸してループを全くtt1、‘翼いてないこれから上蓮の周路｝こは⇔　」の1蹴糎あ丙部郵間ρ1鰻を榊・∫｛　　　　　　　・　　　　（137）　3“　　　　　　　　　　　　　　　，1　　’垂‘．　．ウtる麓塞間に勤しセはループを書く程の1灘容量および残留インダクタソスを含んでいないことを知る．4．酸化物陰極の全電9放射の測　　　定周知のごとく酸tt’物陰極にあつて口陰極の活性化り程度によつて，種々の飽．和熱電子流すなわちzミッシヨンのものが得られるもので，これが小さい時．はこの種の』眞空管の致命的な訣階とな　る．したがつてエミ・ッシヨソを測定してこの性質を調べることは大切なこと，である．　一例t’L．て酸化物陰極を有する傍熱型四極管で繊凍の規定電塵がも3vである眞塞管について蚕電予放射の測定　を行つた結果を示そう．鍵管の種類1±同じであるがエミッシヨソの異なるA・B・C…Dなる4個の球について濯‖　定を行つた結果を比較してみる．第4岡に示すv−i曲線のオッシログラ己は’e球についての測定結果で（イ），（。）　（’・）はそれぞれ繊盗電塵が6．3，5．5，　5・9Vの時のものである．球ム，B，C，D　の測定結果をまとめて第5固に示す．　同圖において撒線で示した曲線はi＝＝愈・ぷで表わされる32乗轍で　K＝1．2’×10−3に相當するものである．球Dは陽極電堅の低いときは他の球　と同じくKの値が1・・2×10−3の曲線　上に乗つているが；陽極電塵が60V　位の所からずれてきてK＝1．2×10−：3　の曲線の形をとる．このことは球Dの　　　　第　7　圖不麟のv一哨線棋の一）　　　　第　8　固不夏球のv−i曲線（＃の二）特性曲線の狂いが他のむのに比して著しいことを示す．．この狂いの原因としてはおそらく端冷却敷果によるのではないかと考えられる・また第5圃から明かなように同磯臓駄綱る各球のエ・・シ・ンを比較seとA・C・B，Dの順に全電子流が少なくなつている．しかしこれは同磯條電塵についての比較であつて，この時各々の球の陰極の温度が同一であるか否か不明である．飽和電流は陰極温度によつて大きく墜化するものであるから，この場合各々め球の陰極温度を知ることが必要である．しかし直1接陰極温度を求めることができなかつたので，陰極加熱用繊條の電塵とその時流れる電流とから4　（138）t係を求めると繊條において摺費された電力を求め，k電瑚捌流をこの電力で割つた商i／wを陽極電歴に封して賓いたものを第6圖に示す．この岡を比較してみると球ムがもつとも優れており亥がBである．CとDとがほぼ同程度の全電　　　　　　　’　　／子放射を有している．球Dにあつて　　　1はWの値が減少するに從い電子放射は極めて小さくなつてぐる．すなわち陰極温度がある程度高い時1まCと　Dとはほぼ同程度の電子放射を有しているが陰極温度が低くなるにつれてD・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ξの電子放射が小さくなつてきて，温度の低下とともにこの傾向がいちぢるしくなつてくる．こ入で考えねばならぬことは繊探において謂費される電力が’すべて陰極の加熱に利用されるとすれぽ，この滑費電力と陰極の絶封温度丁との間には　　1ダ＝＆フσ兜………………（1）ただし　s＝表面積，6＝全稜散率，δ＝ステファソ・ボル・マンの常敷，なる關係があるから陰極の眞の温度TはWが同じでも，その全褒散率　e’の値によつて異り5ることである．全護散率は温度および酸化物の厚さなどに　　　　　　　　　　　　　　くわよつてその値カミ憂化するものである．酸化物陰極を牛導艘と見なした時の飽　　　くめ和電流の式　・　　　　　　i　5　　Ψ　　iS＝・　An　s　T“　eT　kT．…∴・（2）と（1）式とからWが一定なる時，全　　　　　　　じ護散率の饗化と飽和電流の饗化との關’　　　　際・ヰ音＋th）一�a…1・・，・（・）を得る・今ψ：1」Vと假定すればψ1姪＝12鋤1障るゆえT・＝　1000°Kとすれば　　　　、　　　　亙＝＿3．5．＠　　・　　・　　　　　Zs　　　　　　　　　θとなる．ゆえに飽和電流の鍵化の割合は全護散率の憂化の割合の約3・5倍となることがわかる．しかしてこの割合はほぼ温度に逆比例して大きくなる．しかして全登散”　　　　　　三菱電機・VOL．22．　No．5・jg4きt、　’yテご一二・：．＝zザ：「▼∫≡　Y〒�d●tit’．〆華はものによb相営愛化することが考えられるから，球　Dが陰極温度の低い所で全電子放射が�d・ちぢるしく小さ　くなることは，全褒散率が他の球に較べて温度の低い所’　で大きくなると考えれば，繊條の滑費電力が同じであつ　ても陰極の濃度は低く，したがつて飽和電子慌が小さく　なる．　球1）がCに比して繊條において潤費される雷　力が同じでも使用温度より低い陰極温度の所で電子放射　が小さくなり，しかもその割合が陰極温度の低下ととも　にいちぢるしくなつてくる原因の一つとして球，エ」の陰　極た被膜する酸化物の全護散率の温度係敷が球Dに比　　　　　　　　　　　　一　　・　　　　　　　　　　　　．　　　（2）．　して小さ．L　・として一一部分定性的に翻がっく．Dushmari　によつて基鎧金扇がPt（95％）十Ni（5％）上にBaと　Srの酸化物を被膜したものL全登散率は　　，・　　　　　e＝0．4十2．5×10’−4T（800〜1200°K）　で表はされると曇う．T＝　1000　Kのとき温度に闘係す　る因子tt　O・25となりこの係敷の僅かの蓮いにより全畿　散率eの愛化の割合deteの値は相當大きくなるtとが　期待される．　したがつて全電子放射も・の源度係敦の　差によりWの圃じ値に封して大きな差が現われる可能　性がある。事賀球1）は他のものに比して陰極の輝度が　少なく，陰極の温度が低く出ているのではないかという　疑がある．全褒散奉が大きいことは陰極の表面が黒題のそれに近いことで，實祭上の問題としては酸化脇陰極のバイヅダーの不純　　　　　ノ物，酸化物膜被の厚さおよび酸化物と基題金麗この接鯛¢）具合などが問題になるものと思われる．5．酸化物陰極におよぼすガスの　　影響’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　91’lt”N、　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　：’灘下することによるもの　　　　’に（c）イオン電流の人つ’cくることによるもの�Cガスあ鵠弊るもの全電子放射の測定において‘ポのの二次電子の影響はほとんど問題にするにたりない．fb）の電子働流が流れることによつマ陰極の温度降下が生じ，このためにエミツシヨンが減ずることも考えられゐが，測定に｛まイ〆パル十十、’．T’；ア罷1　　　　’・：1　　　　　∵第　　9　　回第11団　Vザ1ρ特性　酸化物陰極の全電子放射の測定中しばしばそのv−i曲　線がループを書く、ものsあるのを蒋験した．すなわち試　験球にイソパルXを印加してその時のエミッシヨンを測　定すると，電塵が上昇してゆく時の放射電流と電堅が降・　下してくる時の放射電流にk’L；て，電塵値が同じでもそ　　　　　　　　　　　　　も　の値が異なるのである．しかしかLるル’プを養く球と　同≡酷の球が全部ル＿プを餐くわけでないから球の幾’　何學的構浩によつて測定周路に位相差を生じ，このため　にルー　7．を蟹くものでないことは明かであつて，その原　因を球自身の鉄陪に求めなければならない．またループ　　を貢いた曲線を見ると，曲線の往路よりも露路の方の電　ヒ流値が低くなつているからその原因となり得るものに一　　懸次のごときものが考えられる．　　．（a）陽極からの二亥電子放射にょるもの　　《P）電子が陰極から飛び出す時熱を奪、�`陰極の溜度陰極線オッシログラフに依る全電子放射特性の測定・長沼ノ　第　　10　　回　　　’　　　”＼スを用いておりその時間は数百Pts’　X、至1ms程度の極めて短い時間であるからこれも大きな原因になるとは考えられない．ただし活性化が不十分で陰極表面の活性黙と穂する僅かの部分がエミヅシヨンを受持つていると考えれ．　ぐばこの部分から出る電流密度は大とな　りそれだけiψ（ψは仕事函敷）が大きく丘り，この部分の温度が降下して電子放射が減ずる可能性は考えられないヒともない．しかしループは巳に塞問電荷によつて規定．される電子放射の部分において生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．じているから陰極淵度の降下によつてループが生ずるとすることはこの場合は當らない．・t　・一’fを書く最大の原因は酸素ガスの影響によるものと思はれる．酸化物陰極1　’を活難している問はかなり馴の酸素轍蹟れる’・　“　、Beeke・は陰極の酸化物被膜からの酸素の放出は陰極が，完全に活性化されるとかなt）少なくなることを廟察した．彼はまた放綱流ぷ制限された塞聞電荷に依存する部分になるとすなわち酸化物の表面に電場が存在しなくなると酸素の放出が止むことを認めた．　かくのごとく球の虞空度がイ叶分の時は勿訓のことで、あるが，充分に活性化の行われていない球にあつては放’射電Mを取咄す時はかなりの酸素が存在することが考●e’（139）　5■璽言でニーi，一’：L−｝二7∵三1’∵，・t　−　　　’．　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　L〔1：三　られる．しかも印加する陽極旬悪が高’くてその影響が蔭極t・．S5よ已姶1・は1放出される酸素の量が多く湯髄璽，’の影響が陰極におよぽなくなるよ5な　’低い陽極電堅になると，酸素の量はい．”ちぢるしく少なくなる一，しかも，一般　に酸化物陰極からの電子放射は活性ガ　’ズが存在すると極めて急激な饗化を受’　けるもの％一，とくに酸素は普通ガスの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中でもつとも有害で10“4mmH9の’塵力の酸素があれば電子放射を10の　雛減少させること澱ロ跡ている・S．　また酸素の放出は陽極電匪に關係する1・、↓ととが認あられでいる．ループの巾が『’自伽する陽極電堅が高くなるにしたが；、F，へ∴。・’一≡　　，　　　　　　　　r、　　　　　　＿　・，　　　　、　第　13！圖　い大きくなることから考えてループを・作るもつとも主な原因は放射電流が流　’れるときに放出される酸素ガスにょ6．・　もφと考えられる・　　ル←プを書いた代表的なオッシログ　乏ム例を第7鋼および第8箇に示す　ノレごプの璽き方はいつれも時計の針の進行芳向と同じ向きである．第7薗お第12圃　Vs．e−lsg特性　3cov　250V、1ノ　　　　　　　　　　；’　　Nρ．　／　Lの方が多くなれ1轍射電子漁誠歩することになる．a“　rr’一　bl電を生じた球には正イオソの存在が考えられ，陽極電厭と印加すると正イオソは陰極に向つて加速されて陰極を衝撃し，酸化物中の13a原子をはたき落す爲めに放射　’電子電流が減少し・このためにvコ曲y線がループを露くこ乏が考えられる・　陰極温度が高い時には基膿金麗からのBaの供給が豊富であるが，陰極濃度が低い時にはBaの供給が少なく，さらに表面に酸素が附着して曳の活性的表面を中和し，しかも陰極巡度が低い時はこの表面に附着した酸素を蒸護せしめることができないために放射�eご琴三1二で野雲寧電流がいちぢるしく減少し大きいループを置くに至るものと考えられる↓　　　　　　　　　　　’6．眞空管の其め他の特性曲線の測定「�j　　’　　　　　　　　　　　　’．’．　　　　　　　’　　　　　．上述の陰極線オッシログラフを用い，全電子放射を測定　’す磯置を用い頂空管の他の触の特性を求める1ことができる．　　　　　　　　　　　　．、、第、9固はV，Ptlρ特性の測定圏路で第10価は、この　　　　　　　時の格子電塵によつて遮蔽格子に流れ・第、14固　V6仁lp特性　　よぴ第8個に示した試瞼球はいつれも測定前にグローの．一．．　　　！　　出たのが認められた不艮球につ♪・て得られたものであ∴、　　獅刷姻を得胤・つL、・て�S・・ヴの巾を継す　　篭とジこのループの巾は劇康電塵力←定の噸陽髄墜ド晒き嘩ど大きくほ珊髄堅力遍の嘩嚇電？’灘畿�f1隠�n；麟鷲1耀　　以上の現象は相當1磯を醐しても同じ現象を鹸する　　ととができた．　’　　　　　　い　　．　　　酸化物陰極が陰極の定つた温度たおし・て一定の電子放’　　射をなすには，陰極表面から蒸壷し；CゆくBaの量と基．．齢麗の鞍蘭たにでき6‘・・が酸働ρ中を舳に　　撞散して出てくる量と干衡状態を保つていなけ担まなら　　一ない．もしご∂）干衡が破れて蒸酸して出て行くBaの量じ6、（140）　　　一ト　“　　　　　　　　　　　、’tf／“．　　　　　　　ロ　　　，｛r　　　　，　　　’　　一一一一　　r　る電流を知るためにVsrkg特性を測　　k’定した時の同路である．これらの結果　の一例を第11薗および第12薗に示　・す．　第13鋼は試験球を實際の使用　朕態に近い有様にしてV　a−lpを求め1た時の回路である．測定の・都合上陽極電流を測るための抵抗を，繊條と陽極　電歴を與える電池との間に挿入したので，llの場合の　．　＼　　Ipには遮蔽格子電流も含まれているから純梓の陽極電　流ではなL》この時の代表駒なオッシログラム例を篶14　圖に示す．　　　　　　　　一　　’＼8ims　r言　　　゜　　　　…亘蜘・。・’vグ・・輌を騨ぷ≠のt・・．・　1　大きいものを桐�d鰹管に極めて短時聞のイソパル’z’’を印加してご酸化物陰極からの全電子放射を測定するee　’　置を作つた．これを用いて酸化物陰極を有する眞室管の　全電子放射およびVSCt　Ip，V・Ptlpなどを測定比較研究　　し，試作管の敏階を種々指摘丈ることができた．力心る　　　．　縦搬齢後鹸¢嚇勧研郵また噸錨噸　査に刺用されることが考えちれる．．叫碩に績く一　　　u　　　　　　　　　　竺瑳電機’VOL　22・N°：5D珊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　−一t’ノ・　　　．JL’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ii．　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ・　　　　　　　’　　　t　−t　　　　’　　♪　　�Q　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し有　ぷ機　珪　　素　化　合　物　’の　’研　究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キ直接法によるAlkylsilanchl・ride　’k・、よびA・ylsiianchl・rideの合成、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　いカゆる有機珪素化含物の重合物の製造中間鵠Ethylsila・nchloride，．　Uethyl−silanechl°「ide・　91pepylsilanchl°ride’の直齢竺騨頃媒製雌ww’友感憐辱などにつき實緬を行つた結果を報告したものてある・》　　．SI．．緒　　言　　　　　　　　　　　、　　有機珪素化合物の重合物が耐熱性電氣絶縁材料として好’‘“一’　’適なることは最近とくに注目されている所である．その　　製造法としてグ．リニヤー一　！し・Xeeを懸用することは±’その　、　　中間鵠を比較的簡易に栢粋な状態で製造し得る黙で秀れ『　　てV・るが聾濟的見地からはかならずしも優秀なる方法で　　あるとは言、衛い最近E．・G．’R。c諜などは鋸　　珪素とHalogenalkylまたはHalogen塾rylを直接反臆　　せしめる目的でSi原子の反懸性を増大せしめるため他　　の金麗Cu，　Ag，　Ni，などを固溶禮の形で介ff　ltしめ氣相または液相において有機ハロゲソ化物と反懸せしめ，Alkyl自i玩nchloride，、Arylsilanchloride類を合成することに成功している．〆その反麟式は；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　RC1十Si→＞R38ic1十R2SiClカf　　　　　十RSic］s十Sic14十其他で示され，胸媒の機作は次の様に考えられている，Rd1＋Cu一トCuα＋RCu　　　　　　　�Q、乏．〉魂　　　1．＼’／研究所馬小山波二實験を績行して1いる本報告はその申間報告である．・久・：郎一皿．實験の部1．鰯媒の製法　　　　　　　’　　　　一酸化銅粉を200〜300°Cにて水素氣流中にて還元せる還，　・　　　　　　　　　　　　ヘプ元銅，および金麗珪素を鐵製ボLルミルにて細粉状（250メッシa）にして混合し2〜2，5ton／Cln’e　一の塵にて加塵成型し水素氣流中にて1000〜1200°Cに3〜4時聞シソ・　　’’　　　　　、　　　　　　　．　　　　　　　ξ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，ターして後米粒乃至小豆大に破梓して用いだ．鵤媒の顯微鏡熊を次に示すAばシンターせ鉢の・Bほシyターせざるものである．　　　’　　　　　　　　　　　・　　　　　　　’　　・・Rl・　SiCl4．es　　　　　　〆　　しSetSioて生成物はAlky玉s頭ncお1・tid・の種硫段階に　　あるも�Sの混合物であり胸媒の活性度，反懸温度，その　　他の條件によつてハロゲソに富んだもの，有機基に富ん　　だものが生成すると考えられる・E・G・Rocl呼wなど　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’’の報雛そ畦成鮒・麟磯議件｝・關し癖細な　　記載Ptない・著者等は鰯媒op製法，反鷹峰件を知るため　　繊珪素化鋤の確・搬ふ山　　　　一　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■（Aヅ　　　　　　　　　　　　　　　　（B）　2．Phelt：　’1silanichl（♪rjdc：類の製造　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　’　70んIOO9．のシンタP一合金を磁製管また・は石英管径25mm疑20・一に韻して．qhl・・b・…1嶽樋じ…生成物は水冷・ソデ砺一樋じ室温・おい理器にξ∵つた．その鋤綜鵬一表‘議す硫中反蹴度販、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　・　　　　　　　　　　　．（迎）　7、．∨‘　＼　　　　　　　　−　　　　　　　　A．　　，二｜t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lt　　　　　v　　　　・　　　　　　　　　　　　　旦　　ご●鷺∵戸∵ひだご亨丁’∫．＼．‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’、　，’　　　　　　　　　　τざ三〜　　　　．IA　　　●，　．T　　　’⊂い　N’．）、、　．　　　　4ス●に1；i’『‘ノilk’・．；：．f’，t噺f、塙　　媒噸b縦’分濫袖果　　　　il　　　　Si　　−｛　．’、6ゆ℃　　　　　L昭阜，3008脚5°u　　5281以）〜150°C、8�s、蹴麟舞蜘c娼上　　5言一一350℃30　69’『ζc1’，ム17｛〕9　　　　　’．「50旬856C　209120〜150°C45093　Si−u＾　80．20ンン●−1醸　1150°e　　‘350°c5089｛42（�s→　SトCl盲4ぷ，士10°60lo96329　　〜85C　100匡20、150T　3659「1�C〜滋｝°む　8夜闇�l綴　S］−Cu（15185）陛鋼　トs（N）nc　　　l　　　i’遍1　11t）9抱　　　一　　　竈蛍　閥　　　　　、反蹴‘　　　　、　　b綱　　〃　溜轄果　　　Siヰ｝II　↑　　　原｝：2f）1｝ノて2脇警度365°c508t　　　　40〜69℃　　θ）911↓｝ピ「60〜67βC　　“9　　　　70之73て　　15ぱ2　　s‘｛u　　80；20，シソター，温度　　11部℃38◎°C＼50、一丁4D〜6。℃　4。z　6記　　60〜鵡7℃　　　‘4艮　　　　！67〜70門us　lng3S‘く袖85：15ユ150◎C　6q57940〜60℃　　謁96〔｝⇔6？°C　　　　teq67〜70つ℃　　　　’494　Si＜�_ホi輪．40〜60’C　　l5960、67二C　　　　to客6D〜72°c　　5忠亀、■　　　n　　　●鱈　　媒反腿凝縮量分溜枯　果1　揖iべ垣　85：15ンンρ一直度�S氏7s士lo°む聡6913�t2　S‘”CO　85：15ソ’ノ，一灘聖　1209°C410るO40「6s124913℃　　　　50ぱ70〜85°C　　26官85〜1（賂゜c　29寓1（惑〜127�h　　19ピ：4　s“：Q　86：15シソタ戸斑度　12α戊守3知ま5qc256営山、13°C　　　　、986〜105℃　209106〜138°C　2蝕貸　　　　　　5ピ’（　Si袖】°　80；20ノンター雌　1300°c325へ350∀｛28」・無’oo民5　　一〇1　叙〕20　1〔斑℃ンノター50°諾3・5て481臼913・C　　　13897仁85℃　　　2ぢ86〜100匁C　　　　　　　5窟’ω1〜U6°C　　8962鰹‘跳昌テ没冗lPt320°（r　没lil4口93913°C　　　88官28°C以上　　2芦　　　　　　　　　　ら7」，　　　　　　　ノ蹴灘1n●肇−’w拠い35冑1聯13　　　　　　1’虞70、85℃　　39倍〜100°C　　3窯10トU9°C　　取　　　　　　　　　〆1第　　　三　　　ほ　　Chlormethylgasを流速計を通U軍鷹管1こ導き反鰻せし、　　あた．生成物は室渚｛にて受器にとつた．實験結果を第＝　　表に示す．表申反懸温度は前語同様反鷹管外部の温度を’　示し，分溜はwidmer分溜管を用いたものである．、此　　の際生成すると考えられるものは夷の如きものである．　　　　81Ck　Kp　57°C，　CH3SiHC12　Kp　41°C，　Ch3SiH3（ヨ　　　　Kp　8°C，　CH3SiC13　Kp．65．7°C，（C正も）2SiCls　Kp．　　　　70ee，’（CH3）3Sio　Kp・5730C　　　　　　　　’　　　　　　　　　，’　　　　　4．　・Ethyisilallchloride　類の鎚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　装置その他は前記實験と同様なるも豫熱フラスコに原料　　　Chlo脇ethylを滴下しガス化して反臆i管に導入した．　　　　’實験結果を第≡表に示す・反鷹温度は同じく管外部の　　　温度を示した・此の際に生成すると考えられるものは弐　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　．の如きものである．　　　　　Siq4　Kp　57°C，　C窒H58iHC1275、76ごq　C3H退iq3　へ　　　　　　97．9°C，　（CIHs）掲iCI2　Kp　1290C，　（C鴉耳5）sSiCl　　　　．　　　　　　Kp　143．5°C．　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　・　　　分溜はW迫皿er分溜管を用いた．塵管の外部すなわち櫨の翠度を示した．rko，際生成する　と考えられるものは　　　．　、　　SiC14　Kp．57°C，　Chlorbenzol　Kp．132°C；　　　PhQpylsilantrichloride　qハH5SiCls　Kp．201．5°C，　　　diphenyl　Kp．255°C，1）ipheriylsilandichioride　　　（CGHs）2SiC12　Kp．305eC，　ChlordiphenVl．360〜　　　370°C，Triphenylsilanchloride　Kp．378°C，　などである．　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　’・3．MethylsilaIlehl｛｝ride類の製造　前詑實瞼と同じ搬にて・鐘化カルシウ．A管を通した．　8　　（142）　　　　”9．紺　　　括　　　　　　・’（1）珪素と銅のシンター合金を鰯媒として有機パロダン化物と珪素とを直接反蹟せしめる生成條件を檜討した．從來のSiC14にAlkylmugnesiumhalogenidを作用せ’しめて製邉する方法た比し裡濟的には有利であるが，反鷹　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　ひ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶ時間の長いこと，分溜に熟練を要すること，原料珪素の雑度の高いことの必要なるとと，珪素にごつの異つた有機基を同時に反臆せしめること力灘しいこと，などの猷嵩があ’る．・（2）鯛媒の製浩に關してシゾター温度，銅の活性度の影響大きくシソター温度12（IO°C以下1150°C以上を必要とすると考えられる．銅は混合前に適営な雌で還元酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t化を繰返す醒があると考えられる．　　、　一’　　　　　　ヒ（3）反懸温度はChlorbenzolの場合｛よ　430°±10°CChloi　methylの場合は400△C，附近，「Ch1・rethyJの場合は34ρん350°Cが最適當と考・えられる・（4）流速はいつれの場合も遅いよりやや速い方が良好で4あつて大農6g〜10glhを適當と考えた．この流速に關してはこの實験に用いた雛の場合のみにあてはまり，大きな場合はまた鍵つてくると考えられる．、＼　　　　　　　　　　　　へ�l鷺嘉巖竃驚�f欝濃警問題として蹴の使用，銅鯛媒の製浩法の撤討を必要と認めた・　　　　　　　　　　　　　　　　　　・−14頁噸く一　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　三瑳ミ電機�HVOI”．22．　No．・5　・．　1848’、「簿1葦ご言�n房］�i�n〒言丁三二ご・で烹1こ？＝γ�n巳rlぎで．�n贋τぐ�h三�i響頸三理響I　t‘　，　　’　　　：　　　”　　　　▼　　　N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v　　　　　　、　　　　　　　　　凸　’　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　ノヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　誘’導・加’熱　の　　　　　　　　　　　　　M　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　”へ，LJ．．渦流仁よう襲熱作用の理簡を概読し，商用周雌によ嶺勅膿の�`にういての慮用例を報告したものである．1．緒　　　　　も言戸誘導加熱の利用はすでに高周波電氣櫨または低周波電氣櫨として實用されて居りとくに高周波利用のものは最近　　　　　　　　　　　　　ガいちぢるしく利用せられてきて誘導加熱と云へば高周波ζ三譲騰�f巖難�l�g三鷺有敷に利用できる方面があるのであるが，未だこれに關しでは一散的にょく知られていないよ’5に思われるので。最近工場で：：：Eの利用rした結果を報告し今後一般の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f滲考に供したいと思う．2．原　　理　　．z　　　　　　　ヴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド誘導加熱は原哩眺に見て難器の一一’Ptで・したがつてチネ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；協　　　基麓としてまず磁束の表皮作相が考え　　goられる．第1圏のごとき圓壕形の擁豊　　60　　　を考える．物瞠を取雀いているコイル　磁　70・に縦電流によ・畔軸に楡墾1；｝　　　灘麟�f蕊；灘叢度筒・　的熾少尭・嘩輔勘減少をイl　　　M曲線にて示す．磁束の強さがその最　　’初の値から11e即ち38％に減少した　　　時の表面からの深さOdはM曲線と　　　垂直，水乎軸とに園まれた面積に等しf　　　いt）AOdbの一邊に相雷するもので．　　　　Odなる値をPとしPを等債深度　　　と名づける．pax　・Steinmetz，にょり　　　，弐のごとく示されている・’・�`《畷・’1　一　　　但し’ρ…・・：猛1有抵抗2cm　　　　　　　μ一癖s　．”ノLギーの撒岬e。t・i・一一Electr・⇒・eti・’“‘Elgct・i・→’Jeule’g　Heatの形である．誘導加熱の　　　　y　　’k　　　　　、’’’”　　一　’、　　・�_・ピ烈：　　　　　、　・　　　，　　　　　　　1　　　　　　　∫1二：‘　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　「　　　　　、．　，∀　　　　　　t：S　it・・弄，利　用　に　つ’い∵で講　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　プ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．if　　　　　　　　　　　　　　　　」’“’，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　、．研究所　1上1野　郁　郎い　　ノ　　　　∫　・一一・周波敷・elsec）　　　　　　　　　、．　　　　P・・等償深度TCm）、　　　　　　一　　　　．t　　　　　　　　　　　　び　一一＿ncの磁化の下に於ける等償深度pは交流磁束を受　．ける物質の厚さまたは喧運に關係しない．・　　　　　　．ご　一定の磁界の等債深度に封するその物膿の響の比また醇さの・i2の比を撒比躍し・提Fとす撤口　　　　F一予　・一鞭または厚さの・1・　｛tt：1渦流駅に料・てはこの指敷比は電氣鵬騨（被加継　潟の入力封一一次コイル入力）と密接な闘係があbこれを鱗　�f霊嘉濃�f懇濫は4以上’1な�`s　　　　　　　　　　　　l3．周波敷の選定　　　　　　　　　　、誘導加熱においては力牽が悪いのでしたhl・　？てある所要誘導加熱の利用について・上�Sノ＼Mζ§8◎d　　　　X　　　　　　：tzaさ　　　　　第　1間　ego電叫va　a　kO翻’“客gl；ラ1一〇〉一一c’　　　　　　　指、散比　　　　　露2回／へ　　　肋を得るためには峡繍丙の蹴コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘビ　　ヘ　パしま　　　は莫大な値となりその一次導題丙の分t’…三　　’柄周灘は嬢面蝸限されるカ・．三　｛’・　　ら等債抵抗が増加し損失は大きい．こ　バ　　　たがつてPt次線輪を水冷しなければな．　’叶　　　♪らぬようなとぎには一次線輪を細分す　　ti　　　ることが出來デこの損失‘‡非常た大き’．ば　　　なものとなる・馴繊生搬曄の・）ll　　　能率，その二次酉8線の損失などより考　　’亨　　えれば低周波の方が能奪は良好とな　∵　　　　　　　　　　　　v　　　　　　　　　　　　’lc　　う．しかし指敷比3または4以下に　’v：　　なると電氣的能率ボ急激に低下するの　�_　　で離数の経濟噸少醒として難二、i　　　騨3またば4以上になるように周波’：1　　　敷をmaるべきである．　　　t，：i　　　　以上は電氣的鱗の見地よ鋼波藪・｝　　　を求めたので泌が鋤熱物勘繍・Ilr　　　　　　　　　　　　　　L　　’　　　予　　　　　　　　　　　　　　　（t4il．）．9ぐ］　　　　　　　　　　　　　”一．・＾司　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼パ：1　　　　　　　　　　　　・　、　　i　　・☆　　　　　　　　　　　　　　　　　∋s，’・一玉一」匿7T←7：：：一’∵∵：：．で三1→：：三ひ・−1’．L：t”t＼L　・，’・　　　∵　．）Ir，　　　　　　−　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、θ�g　　t’t、　　　　　　　　　・い湿臨使願的などにより第1衰の如1，．　く分類使用されてゐる・�d▲商朋騨の講繍の梱1・　、例ミ；’て1）型鞭輪の鯉用哩の加　　　　　　　　　　ぢ1’tt　　熱［爆�f歴鶏驚�l；、�d方蹴誕碗麟徹り紛な繍‘’、、1塵を邊ることができずe例えぽ當工場卜t’では蒸氣めみで充分な成品を得るためじには6鰹秘要であるに鋤わらず　　甚だしい時は1氣塵位になることもあ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ作業に甚だしぐ支障を來した．また〆　熱板によ砺法ではボピンのごとき押　　型製品は加熱後歴力を加えたまX冷却　　．しなければならぬから構浩上冷却が遅’　くなる．これらの繍を補う’ために商　　t　　「用周波tw｝gよる登熱を利用した．v　’・二80Ton　Pressを使用し型4個つつt　　’を上下二段に分ちコイルはV結線と・．して8個Q押型銅暖に加烈た・．配．　’線および磁乗方向は第3圃の如く・であ∴�j．∴⊥m×，、，m）iil　1，　　．∠　　　　1ttA　　’、、i↓｛，4、　　渥　　よ　　昇60　　　5ρ　　　40一　　　　めo‘　　　　20　　．ψ’SE，1る［ノ瓢1劉＼＞　B1’C、　＜　．　　　＼1−．一三　　　rcノ　　、r8）tA）　、O．一一2　A　　6　　8　／0／2　〆4、ノ6　tδ1”ve　　　　加勤時闇　　　！nip”iぺ1−−llr，ny、一＿←第　3　回　　　　　　第．5　凹　　　　む型した場合の力曄時聞と電流勧の闘係を示し，第5圏は其の場合の各部の温度愛化である．　　　　　　　　　　　　　　　r　　、／　　加熱　　時聞（1）　10分（2）L15（3）　20冷却時間’15分1515型の分解組立項　15　15（1）蒸氣と並用の場合t　　　　　　　i（2）誘導加熱のみ計4q分4550第4晒　　　　　．（3濤郷のみ（磁臨　　　　B・・…・押型（牛径142Cm，高さ9Cm’，璽量10．lkg）　　　　C・一・コイル（18　・1，のエナメノL線を．2401司，内窪15　　　　　　　Cm，高さ8．6im，　各相間およひ署坦ε絶豫はガ、　　　　　　　ラステープを使用し，コイルの温度は100°Clll・甦加�fき曇瓢�l：二�l　　蘭は下記の通りζなつたt，第コ表は泊4固のボピソを成　　　　’．　　　　　　　　　　　　　　／　熱板のみでは型の申央部の加熱が困難である・また此の’’方法でirk型ほ一様に加熱されるカ1型の爾端は上下の熱板への熱鱒−虎め加熱は臓である．ゆえ｝撒とこの　方法とを並用すると麺熱は一様で短時間で良好な製晶が得られる二この方法は熱板による方法に比し型◎高さが’tNPl」．　　　　　　　G　　�`lfご一、1：恒　40＜｛幽）ば凶『．�e∫�j．○’　、、、　　　・Vt−ii馳一べ∵・　・、周波敦電滝方犬出力用　　　　　　　　　　　　　泡60⇔配電線より遵限◆シ低浪加熟、蝋、継‘）は勤掻電機■欄口加熱、　　、磁性材料の加熱1金．水鎮篭弧式　　　　一一250RW上遠と商畠1司2KC電動蟄電但2象｝K、、熔融・．＝（謙の撒）ξ゜KC　水銀水素電弧40Kw研兜的又は小規槙の加熱こ熔融’熱磯理’一調・司鱗騒200Kw鑓鱈、蒋の魏G藁：腰召早莞ン卜50Mei箆踏鼓飯器200KW鰍・表面鷹人　　　　　1ミ鄭　　　一　，6衷　＄時面竃　陪蔑諸蹴疏伜，銅損・入力力率om“58　A100▲L54K“164K“70万1斑56∨　5L4416．472．2，4弘L341＆47輔3蹴田．5‘．241ξL44加’5086．01L1414．47205248．884．0．1．0814．47356�S82．¶．0414．472004780．9、1．舵13忍73．5」捌46792o．％’7．0920045．678．50．9413．81044．4775　．0．9∩0735第二浪　ffビ牲第四園）キ加意し’：際び）加綱声　　　、　　’謹恩、策慌入力の蘭済ヨ慶電機・VOL　22．．　No．5．・194琴　　　　　ジ＼．’＼、f、　　　　　　　　　　第　　6　　■誘導電動蔑（800HP3300V）が使用中　．にスリップリヅグの絶縁耐力が低下・して故障を生じた．これを現場で修裡するのにスリップリングを乾燥する必要を生じた緬用周波敷の誘導．加熱を利用しで機械から取外さずに簡軍に目的を達することができた．』使用したコ子鳩ま丙脛320・長さ150，緻420，1．8’Pエナメル線をガヲステ＿プで被覆したものである．乾燥状態は第6薗に示す通りである・、　上記のコイルを使用し電塵230V・電va　．8A，電力900Wに7110°Cにf呆つよう1こ加熱b．た◆　カロ熱前　0．5〜1．5M2’（各相と勤地間）の絶縁を100MΩ以上に向上することができた．（III）半　田　櫨．構鎧は第7固の通りである・▲；加熱コイル（3×4．5mm2干角銅　線，巻敷174，但し143で中間タ　ヅプガラステ’ブ被覆）B；麟加鮪イル（1・8φエナパ　’線∴巷敦LICO？個）　　　＼．　　　　　　へC；アスベスト　・　・　　　−D；ルツボ本纏E；牛田F∫磁路，」30φ鋼丸棒G；磁路，珪素鋼板の成暦鐵心t加熱電力および温度上昇・／1・一一””．：三てぎ7三二7ニーでごτ三ぎ言烈　・　　　　　　『！　t’　　、、・・　「s　．　／　　’；　tvit　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　、　　．　　　’　　　　　　　　　　　　　　t一　　　　　　　‘／　　　　　　　　　：’　．　　、　・　”s　　　夕嚇5A・勧799PU・鞠の雌上融第・∴　　　8圓に示すプ　ー　　　　　一　　　．　＿，・．　　　＼’本櫨はルツボ型低周波櫨の一方式であり・電源，・�h　　　は220Vを使用し一一9kコイ『ルは水冷却していないt∨　　　／’　　　　　　　　　　　　　：　・　　　　　　　　『　　　＿　・tt−・　、　　　ため簡軍に製作できる．從來220kg以下の低周　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　．　　　　　　　ve　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　雌は麟悪く使摩れてい聾つたカ§ル滅本、9　　　饅に鐵（磁性材料）を用いて＄田のごとき低温加熱．　　　の場合は充分能奉良く使用できる・普通の電熱と、　　　誘導加熱とを比較すると実のごとくぞある．　’　　�d　電　　力誘導加熱4KW電b．．Er’〆、∨8〆’、／プ．．G第　7　田’AC℃鋤切換1…十．　　　　　！一一「　一「　　幽　　　ノ’一　　　　‘＼，30ρ一温］度ぺ●20罰　　　　｜1、’，。∂i　　　　ll−：−φ一■7］　　　　1、0　　ノ’　2　　　3加熱時間　　1　＿、　　　　　グ第8．四’電塵’220V，主コ．イル電va　34A；電力3・7KW下部’誘導加熱の利用について・上1野『　　’　こ4　　　5hre熱．8琴W5．結400°C迄か溜度上．昇に要する時間“　　　　　　　　　　　　　　‘1．　　．3時間　：ン・、　−3　　　　　’　　　　　　・飴s滴用周波敦に於ける誘導加熱の特長は次のごとくである・（D鯛波嘩し離費縫S、・，　（1）設計さえ正しく行えば牛永久　　　　　　　　　　　　o　　・酌に使用できる．力騰纈”職　1え屡灘な瓠合娠ぽダムのゲ　　・一　5の氷結を防止するよ5なと．　　くり．　き加熱用電線を埋設すれば牛永　　久的た使肝ることができる．x（t6全鰻の約80％まで遁　　中に護生さすことカ：できk．．戸　’（1y）t加熱や冷却を迅蓮臨行うこ．　とができる．　　　　　　・L　以上のごとく誘導加熱方式は種々の利悪多くまた雁用方面も廣いので、今後益々利用されんことを念願して’本報告を終る・　　　　／〉．）；N　　‘　文一　献　　　　　　　　　　　　　　　　　，！1．N．　R．　StaロSe1；Industrial　　　　　　　　　　　　　　ト　EIEct・rio　J旺e竺ting．　G．E．　Rev．　　　　，プ　39，440　（1936）2．　K．　Pinder；　Indlletion　and　　　、1）ielec白c　HeatiD9．　E‘E．66，　　　　　　　　　　　　　、　149（1947）3・］輪bert　W・wieseman：　　　　．1・　　　Heatiti債Rotor　Spider　by　Ixldu弓む▲on　G↓　E．　Re▼．。　Nov．（1921）　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ4．Warry　B．＆Osb6rn　Jr．；1皿po由nt　Achieve−　　ment　of　Ind口cbion　Heating．　　　　lIetal　］？rogress．Oct．　P．806　（1945）　5．　Ro】ph　D．！Gordrich：　Inquct’pll　Heating　for　　Dr迦Gat田．　E．　W　414，50（1940）・　、＞1（145）11こでξLX　、　’●　　・「・べ1T」「・　　　　’　。．x’−1一1’鐘’山用標ノ準型多段タービンボンブ1　　its9後製品化さ丸た翻鍍出用標準型多段ターピンポシプは，あくまて儒要者の　　’■勲よりその標準使用を定め，すでにそのうち鼓種を党歳L構造．性能とも、　　に優秀な虎績をあげ得たので，こSにその鞭�郁cべたもゐである・・〆＼ll∵〔，！xi，・Pt、1．L緒言＼規坑のあらゆる部門の機械化は増炭のためもつとも緊要　．なことはいまさら言を要しないところである．しかるに1今自のまうに電力事情乃劣悪な状驚ではまず電力節約，合理化をもつて墳炭のe第r歩としなければならない．し力態て繰坑における所要電力の大牛は坑内駒kポソプに鵠せられてい繊臨琳〃ブの優劣・取扱端の巧組烏ただちに所要電力に影響し出炎量ならびに炭慣にも闘係してくるのである．　當証鑛岨夕一ピソポンプは，昭和16年に着手した　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x　　　　　第1圃　標準型125耗ター一ピンポンプ　・竺・・揚水量1．5m31min　綿揚程240m　段薮8瑚　癒回韓薮1750rPm　’電動機出力100KWIエ　醗t−　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　．　が當時諸種の事情で中止のやむなきにいたり，繊後平“　和薩栗に轄換するや逸早く再畿足し炭坑の確能率化を擦　つて，その試作品　　1　　　”「　　　　　　　　’揚　　水　　量　　　　　　　　　　　　　1．5　m3rmin　　’　　　　　　　　　ノ　　親揚程　　吐田および吸込管径　　段　　’，数　　　　　　　　へ、回轄敷　　電動機出力　90m15e’mm　3’1750rpm　40KWN　を昭和22年12月完成した．そののち本年1，2，3月《，とそれぞれ60・2PQ・600KWと績々完成して好評を博：y，しさらに多量生壷に移行しているのであるカ�_以下その　12　（146）・　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＾　　　　　　　　　　1、長嫡醐　原　　田　　眞　．吾　　　M｝、’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、概要を遠べることにする．2．’標．準仕棲「IP．z：・’鑛山ことに炭坑における坑丙排水ボヅプは，，容量，種類擬ともに種々雑多で，そめ保守に多大の匪難を生じ非能率たることおびただしく，各所でその標準化を主張せられながらも現饗性に程遠い感があつた．そこで當杜に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各鑛業所とくに九州地匿微坑の實精を詳細に調査研究V，緊密なる蓮繋のもとにあくまで需要惜の宰翻泊その標準仕様を決定して，簡軍なる部分晶と取扱いの簡易化および生産の合理化を周りその標華仕綴《？適用を第1・　　　　　　　　　　　e　　　　　　　’　＠　　第2岡　標準型タービンポンプ軸方向筒薗園ヘ　　　ユ表のよ弓にしている’　　　　13．構　　　造型式は片吸込案内惣根付め多段ターピンポソプで，胴豊は撒に各段ごとに分割し紛綱である・緋頒できるだけ小型とし，したがつて重量は輕く，取扱い組立、分解ならぴに運搬に便1利な；うにして巳る．ポシプは頑強な錆鐵あるいは鋼板製の共通書床上にとりつけられ，擁み接手を介して電動機で運纏するようにしている．第1圖はその外観を示す嵩虞で；第2園は軸方向の齪面を宗すものである．　　　　　　　　　　　　　　　，　分割型のポソプについては從求からいろいろの利錨持長をあげて喧博もせられまた推奨せられてきたのであるが，訟お在來のこの種のボンプと比較して本機の改良せ　　　　　　　　　三瑳電嬢・VOL．22．　N．o，5−1948　　　　　　i　　　　　　　　．《　　　　　　　、　　　　　　　　　．6L　t；1、ゼ、己ttひこ∴ソ�堰g．∵’�h　’　　ど　　　、t｝筆�dへい・ご．’「�k’・’�`�e10才“−1｝ゴ’、一ζツ恒�i”�c二三バ91こ∵’ン；�n’　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　9ヂ弍t・口芯よ｝…咋；／題lL−　　　　1．．、　　？1e寧一褒領山帰標準竈停敷タービノiPtノブ容音表られた顯は大要つぎのとおりである．ア．赤封装置＼　掠2園において吸込側パッキソb’as（31）をPt込箱（3）と◇　　別個にし．軸受璽6）とと川ご印驚およびボルトによ¢　　醐に朧醐計ちれ嘩浩として・・るづ吸鴻　　とバッ●ソグ箱との間に介在する塞間に第1段からグ厭　　力水を蓮通して水を禿満させ，また水封輪（33）は主軸　　（16）の全周に勤して充分搭間を設けているので，坑丙跳：　　水のように多少「塵芥砂礫などを混入する水を邊水して・もこれらQWW不：勤淋封輪の丙部1こ沈積し麟の　　浸入することを絶無ならしめている．t・　　イ．第1段羽根車入口部の嵩検手入　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　、　　　ポソプの故障としてフートバルブのストレーナーを通じ　　　木片その他の異物を吸上げ，M根車入口部の劾根間にか　　　かり揚水不能になることがしばしば起る，在來の構浩で　　　は吐出口より逐次分解するのほかはなく，坑丙のように　　　挾隆なる据付現場においては作業が非常｝こ困難である．　　．しかるに吸込箱の軸貫通部分はア項にて読明したように　　　パッキング箱を吸込箱の一部分とし分解できる構浩とし　　　てあるので，軸受憂とともにパッキソグ箱を取り離すこ　　　とによつて容易に第1段菰根車入口部を瓢槍，あるいは　　　独雑物を除去することができる．　　　N　　　ウ，吸込側パッキング部保護筒　　　．　　　吸込側保護筒（22）は長期間蓬鱒の5ちにはパッキングの「　　　ため磨耗破損して再三これを取り換え保修をすることが　　　ある．しかるに在來型ではこれを押嵌めあるいは焼嵌め　　　としたものが多く非常に取り換えが面倒である．そこで．　　保護筒に周轄方向と逆方向のねぢを設けこのねぢにより　　鑛山用標準型多段ターピンボンプ・原田　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、保護筒を主軸に押嵌め装着して．主軸ピ保護筒間z細隙を通じ空気が絶野に漫　”入することなく，まだ蓮鞄中絶郵之緩　　1むことなき構浩としたので，勢するこ　一となく簡阜にこれを取り換えるこ’t　2§　Lできるとともにポソプの性能上にも影’響をおよぼすことはない，・　　　　　　プエ．其　の　他　　　　　　　　、．堤完においては据付場所の聞係で部分即取噸え糊阜に現場｝：て魔理できれば非常に好都合で，各部分ともと、くにこの顯に意を用いて設計してあるが，グラソドパッキング（35）部のパッ　　第3箇　標準型200耗タービンポンプ試趣賢景　　　錫水量4，5mOlmin・縛揚程480m　段鉦8　　　回轍1　750rpm魯動機出ヵ600KW　　’”キング押（36）締付ボルトは從來の植込ボルトをやめて据えボルトとして取り換えを便ならしめているのもその一一；例である・　　　　　　　　∬4．検査ならびに性能試験　　　　　　　　　　t−　：t各部分は個々にわたり嚴密に検査を行い，とくに寸法は互換性に留意し限界ゲージ工作法とした．また回轄部分　　’1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　1は静的及び動的釣合試験瞼査を實施して回轄部分の振動を絶無ならしめ充分高速回轄に耐え得るようにしてい　　・　　　　　べ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る・静的釣合法は表面が極く干滑に仕上げられ水雫においた二つの亭行軌條上に回轄部分をのせ，あるいは一鰭　　　　　　　　　　　　　　　　　支持の野島式釣合試験機にかけて不釣合重量を回轄麗の側面で滑らかに削りとり釣合わす．動的釣合法は主軸に劾根車，釣合盤など回韓膿を組立装着後久野式釣合試験’機にかけ回轄醗の共娠振幅を測定して正確に鍵合わす；　　　　　　　　　　ベ　　　　ク　　　　　　　　　も　　　　ド　　　　　　　　　い　性能試験は各董ごとに日本標準規格第162號によあ嚴格に實施して各揚程に蜀する揚水量，軸動力，ポンプ敷　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14ア）’　13　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　L．　’　　　　　、　　．＼4「で7了∵三　一・‘i・／・　］．　　　　　　　　’tt．　　　　　　　　　　　　””　　　・1．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，ド　　ドll勲ど舗蹴縫・甑なる試蹴麟を俄して、’，　　る；．．第3岡は＝の一例窩肩で第2，3表はその性�h礁騰�f灘�l�bに�lつセ亘1、．わけ吻根の出頑蹄3唯となつているためで，ei・　”くに回轍の墜化あるいは揚程の麩化するところに使用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プi””’”せられるものでは，多少のボンプ敷牽を犠窪にしてもMl　’根出口角度を小さぐして’e揚程乃高低に勢する揚水量の一’［　　多寡を少くし電動機の過負荷を防轡琴ンプの湊敷率を「　　声くすべきである．　　　　　　　　　　　　’　t／一li三弍�n二贋ででで三�c欝�c：璽窯野籔�n翌響璽；t揚フK量m？frpin�g’！；「、　　　ヒ　第　4　口　　、！’　，’，　　　　　　　　　　　　　　　　二　　　5．結tt　言　　．ヒ　、・　　　．．　’　　　夕’・一　tfンポソプは鑛山用とは限らず酸電尻化撃ヱ場，，・叢籍巖護遵麟。欝�b：�f　　　る部門に使用せられているのであるが，噛．とくに鑛山用｝ご、L＼　　　’｛・　、．●　　＾　ミ・　　一．’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、’　’　献託5〆励纏禰呈・初坑鰍6．回転数！乃oろρノη，電動機出万6α）〃w　　　　　　　　　　　　　　　　、1一Aン純櫨’　，程．鋤520500480460440420�M　ξ56／予o憤、エノも●力i蕎ノ・プもぺ●　　　　’・●・イ一’／　　．2　　3　　4　　　5’　　6　　・ア　湯7k量�u！mh第・・5　1h＼適したポシプを完成し儒要者はもちろん，鑛山り檎威者，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、〜官界の諸氏立會のもとに好許裡に蚕開試験を終えた機會たその蔽を麩しぱ�nあ鱗蜘・は坑虻据　付け蓮轄を開始し長期間使ううちにいかなる成績となる　かは今後にまたねばならない．この意味で當証は常にこ　れちの成績を見守りなを一層の研兜改Rを加え斯界の’　要求にこたえたいと思つている．＼　なお本機開登に當つては九州大學穎琴葛西博士の御1懇一　篤なる御指導と舎壁山諸賢の熱誠なる御支援亘こおうとこ　ろが少くない．こふに記して深甚なる感謝の意を表する　亥第である．’、n6頁よb−　　iぐ紋が初時の一助ともなれぱ甚である・、　　・　終りに試料の提供ならびに色々と御助言を賜つた物理課長大野��事」・．八十田技師ならびに電氣課長横須賀按師に厚く感謝する次第である・　　．　　　　，∵一　　、　　．　　　　　　　　　　　　　’　　　幽、T　　　　　　tl」　　　　　　　　、　　　　　°　一、　　　　　　　文　　　献φ．碑1m・・＆M…6・…E1三n蝿．・　　　　（194P　36・　　　　・．、　ゴ（2ン’DtishraAb，　Rev．　MOd．’Physユ（1930）381．￥・（3）J．P．・Blew・tt，」・6・・ApP・Phy・・IO（1939）668’・　　　（4）　J．A．　Bee董er，　Phys．　Rev．＄て1929）−1323i’　　一．8頁より一この研究を行うにあたつて腸媒の製浩に閲しては研究m山徽鯉御鋤を勤たこと起ふに朗紅て馴、の意を表す；　　　　　　’　　　　　　・　　　　　　　　文　　一献（1）E．G．］るochow，　W。　F．　G　illiam：’　　　The　D三rect　SyPthesis　of　Phenylghlorosilanes　　’　．　　　　　J．A・↓C．S．67，1772　（1945）　　　E．G．　Rochow；・1）ireet　Sy皿thesiS　of　Organ−　　　　osilicon・（き）mpound8」．A，CS．　li乙963ん5（1945）f・4ご’”14　（148．）　　　’簾ta’L蟻綾・VO叫�fN・�d5‘1948　．　　　　s　　．　　　　1　　，　’．べvE161kv、用V’，型’碍f子、型遮亀サt’　　　　tt　ふ器・ts1此の度日窟古JY橋MMに納入さ丸k　161kv，　V型碍子型遮断器の構造の大要を記し，営祉に於て行つた試駿糟果についてSC・kた，　　　　　　　　〜．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　・　　　・　　　e　　　　　　　　伊丹製作所�`¢∀〔竺　　　　　　　　　　　　、五　十　嵐　芳　　　　　　　　　　　　　　雄冨＼　　ヤ　1．緒　　　言　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9外V型碍子型遮断器の大略の離，消弧室な　らびにその一般原理についてはすでに述べ　　くり　たところであるが，他力滑弧能力を有し，ノ　　　　　　　　　　　　び　　しかも油を電弧に沿つて流す，いわゆる　Vertical　Flow型を探用した結果，短絡電，　　　　コノ　流のみならず；微小電流，とくに充電電流　φ綱1にも實性のあるこの種遮断器の完成1　は，本邦においては始1てL“あると思われ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　その使用成績に大きな期待がかけられてい　るのである．　“　　　　∨　　　’・定格　　　型　　式「　140−・V−200型　　極敷　3　　屋外用　　｛　　電aS　161，000V電流・1000A　　1｝　．　　周破敷60サイクル　　　　　　　　　　　　　　　　　　第IN遮断容量　2，000，000KVA（161，000Vに　　　　　　　　　　　　　　　　　消弧室　　　　於て7，200A）2．構造上の特微本遮勘器は上部に強力な褒條があり，それに績いて消弧室2個直列に用い，油中断路器がその下に配置されてある．h下の碍管の聞の鐵画には操作機構を入れてあり，下部碍管の憂流器室の中を絶縁物の操作棒が通つて下へ出て操作装置に蓮絡している．遮断の際には張力な援條によって，他力滑弧を行わせるもので，この種碍子型遮断器には強力な投入力を必要とするため，塵焔室氣式操作機構を探用している・第1圖は滑弧室2個直洌に使用kした状態を示してve　b，第タ圖は潰弧室の外筒を取り除いだ場合の固定，可動爾接鰯を示している．第3固は下部碍管ならびにその申に納められている饗流器をあらわしている．3．懸縮空氣式操作機構遮勘器におけるその操�鰍ﾜ，滑弧装置と相件つて，　　　　　　　　　　　4161kv，用V型碍子型遮蹴器・五十嵐＼　その遮断器ノ性能をE右する重要　な部分であり，要求通りの操作を完全に動作する必要がある．膣縮塞氣式糠作においては，電磁操作’コたは電動機操作に較べ，慣性が非常に少く，投人速度が大6あb，投入力が大きく，操作が極めで圓滑で，最後になんら衝撃を鼓しな　　一　　　　　　　　　　　　　の　　じいなと，碍子型遮勘器においては，　第2囮蹴氣の特性を充分護揮できるのであるが，これには塵縮室氣登生装潰を必要とするのである．第4園億外箱を取り除いた操作機構の外翻で，第／第3回饗　流ノ器●U49）　｛5、，1｛｛1、’へL−　．i！，；‘二　r、・‘ごへ、．P‘‘，（一灘鯨蓮紅へ膿ζll∵　　　　　　第4間　堅縮空氣式操作機構　　　　　　　　　　　　　，t　　　　　◆・5厨はその読明周を示ずまつスイッチを入れ○投入線輪力網さオ・る捌臓のロ・・ω｛拓方に動き，「ピストソ（のが左方に押されで遮断器が投入される．つぎ｛こ投入線輪附勢のまSで過電流縫電器が動作すると，引外線輪力鮒勢され，機械的なロックは外されるのみならず，引外自由線輪もまた投入制幽電器の接踏を通膨　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドて附勢され引外自由騨が動作し，堅縮室氣は引外自由辮を通じて鎖錠排のピストン（のを押し上げることにより，引外自由辮からの通路を断ち，投入排よりの麗縮塞氣をピス卦ソ（a）のfi側に流入させる．すなわちピスト’シ〈の‖1P〈／　・’�n’！1・P’　　　ぎ、　　　　　　　第　　5　　間江輌側働差郷な・ω・・撒條の力で左旅動か『：：拓（・50）　　　　レ　・ご　・｛：j．s．，．、　　　’　　　，、、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎》　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノCk　、、　　　　　　　　．　　　　　／＼　　　　　　　　　　’う1タト線輸、引外自由線輪　　　　デ、　　隻　　、　　　　　汀1§◆’　∫、制御弁圧刀継電暑　　／　　　　．：ψ！　　1、4　　変ノ　　．　流　　　　器．f遁電1窟継電畏入」ミ諦｝z次電槽　　　■　　　　・　　”　　　’、’　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン　　　　　　　　　　　　ーr　　　　　　　　t｛’　　　　．■　　　　’　第6固・開閉操作試騒の光景され，制御辮は閉じ，同時に操作シリソダー内の蹴氣は大氣え放出され，ピストン（c’は右方に動き遮箇可能となる．この状態では引外自由線輪の蓄勢がなくなっ　　　　．ても、ピズトジ（a）は左方に保持されているため，再び，投入さ皐るtとがなくすなわち引外自由となつている．また投入制御縫電器が動作していない時は引外線輪のみ附勢されて遮断される．なお投入辮，引外自由辮，制御辮などは極力小型どし，その動作時聞を短縮している．操作氣塵は4．5kg／Cm2を定格投入操作匪力とし，二次　．氣槽を備え，登生襲置からの塞氣の流入を止めた場合にも，3回以上の操作を完全になし得るよう，充分な容量をもたせてある．　　　　　　　　’　　　　　・、4・試験成績一第6剛本噛器の開閉試馳状況を示している・湘の上部碍管を取除き，碍管の代加こ枠を葛うけ，一相は氣中，他の二相は油中で試験を行つた．　　　　t，　第7圏はその測定回路を固示してい6」トラペルレコーダには，断路器に絶縁されたローラー一を取り附け，抵‘抗線ヒ綱の如く滑らして測mした．　　　　　　　e　　　Rい…・……抵抗値　　　約472　　　ド　　　＆・…・一・SWG26　　フエリー抵抗線約1米　　　Rハ…………抵抗値∵　　100ρ　、　　　Rl，　R9……加減抵抗器その滅繰は鮎鰯働のわや卵ム1・示樋りである。第10■は投入操作時間曲線を表わし，操作　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　レ　　　　　　←．＼−菱電機・・verL，　2曾，　N・，5・1948ξt氣璽の攣化に謝する投入時間を，投入電磁鍵の電匪を，100％，80％kて行つた場合の曲線を示している．氣歴　　　　　　　　　　　　　ザ範園は最低2．5kglem2にて投入可能であつた．趨鐵雛二般用≒し響作されたもので・こオ似上の投入速度を必要とする壕合は，二次氣槽よむ主氣筒へ導かれる導管の直径を増大することにより簡阜に改造され得ると思われる．　．　　’　　　　　．�d、’”一’ミ1”Sl“’−”一▲Tir’、s1　　　　　奪5．組立，取扱上の注意前項2，3で本器の機構の概略を紹介したが，これが完全な機能を登揮し，かつ常に良好な状態に保たれるためには次の注意が必要である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　まつ基礎は堅固に構築されねばならぬ．この種遮勘器，においては一般に濁立の脊の高い碍管を待立させた構造で，しかも高速の遮蹴，投入動作をさせる闘係から，その基礎は堅固でかつその上に機構を正確に取付ることが　　　、望まれるわけである一1したがつ’Crwa枠基礎．よリコ．y．クリ　　パゴ基勤方ぷいのである一　．、・・い．『・家に消弧室は常に良好な状態におかれねばならぬので’　，　’　−　　　　　　　　　　　　j、　　／あるヵ�_これを察知する1｝こは注入絶縁準ρ状態を不箇注意する必要がある．　　シ　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　キ　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　イ、絶豫油は規定の油面まで保つこ≧は勿論であるが、’壁1．・’：’　’；　・N　　　　　トー＼　　　　　　　　　●　：�u．h’薦　　7　　回R，卍　　・　V　　　　　t｝　　　　　‘　　　　　s＼断路器開　＿’　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　ぺ　　　　　x1◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●／、接触子開　　　　　一●，六ベレ“：”一テンゲ　　　　　　　　　　　1　　　・コフ”畔キ鵬磁酬磁　　さトラペル460　mrn　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’、　　　　pw・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シrrx°レーテン　，グコイノレ短絡ロツクアウトコイル励磁、∴＿∴＿ψ�n市・云34〜・い�J‘‥Lい‥・‥い・・‥い・・…い・・一・・一・‥い・…　い‥‥“wu．第8口　，閉路操作オッシログテム’断路器開　　，　　7／、　　．接触子開遮断速度32励θc’トラベルL、●、嚇●、●、、」、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら＿イニ�`、、照二＿＿、．，．、＿＿∴．，、，、＿．　　　　　第9■　　開路操作オッシログラム’161’k’g．用V型碍乎弧遽購b五十嵐（姐）t7・’1、t●’　　可ρt−／：・　．、’　’f、．　．　　・，　　50ヘミ40ge‡A30ag＼』20Gヤ弁！0酷ノ　　2　　3　　4　　　5　　　氣圧触♂・　第　　10　　田6w　　時排油辣から取出して絶縁耐力を測定し，ζれが15kY　　程度以下になつた場合には新油と取換えねばならぬ．　　　過大な故障電流を遮断した場合ことに上部のマフラー　　から登姻を見た場合には一臆新油と取換えることNしか　　つ内部め識検が望ましい．なお定格遮断電流を遮断する　　とと10回以上にもおよんだ場合も，同様の毘置を行う　　ことカ：必要である．　　　丙部の識橡を行うには吹の順序による．すなわち，第y　11価に示す如く，まつ中身吊上装置の下部支柱をボルト　　にて遮蹴器の撲に取付け，腕との距離を調整してか　　ら7クbナットを下部支桂に固く捻込み，腕の先端にあ　”るピンを遮断器の膨脹室董に設けてある孔に挿ざむ，し　　かる後に上部支柱を中間支柱丙よb引出して，リングナ　　ットにて固定しおき，この状態にて遮断器上部のキヤッ　　プを外してカバPを取り除き，ボルトAに吊金具を捻／　　ぢ込み，上部シャントを外し，ボルトBを外してから　　フックを吊金具にかけて捲き上げれば消弧室は一髄とな　　つで引出される・フクロナットを外せば支柱は廻轄自在　　となり，中身を遮断器の外側に降して繊を行うことが　　できる．　　　　　　　　　　　’　　　内部蹴に當つては，滑弧室のXkSk，油中蹴路器の状．　　態などを調べるほか頭部議條も酷槍する・また機構部の　　異常の有無をもあわせ調べ，操作行程の適否・接蹴態　　の良否を充分確力ておく．　　　pのさい碍管部には締付部マイカネtプレーンと構す　　る耐油性の特殊のパッキングが使用してあるカ�_これを　　正しい位置｝こ挿入青ることに注意し油の漏洩を生ぜぬよ　　5にせねばならぬ．　　　碍管下部の愛流器にその絶珠を完全にしてあb，遮断田（152）1ー第11薗　申身吊上書置読明■　　　　”1室とは相互に隔離され，つねに瀞な油申に密封せられている．したがつて組立のさいには灘氣の浸入，油の劣化などに充分注意を携5必要がある．　　　　　’　なお塵縮氣操作機構部では，しばしばその蝋漏洩が問題になる．これは主として配管部の按績箇所から起るようであるth｛p逝止辣の不良によつても起ることカくある．　配管接績部は螺子切とするのが理想であつて，その部をさちに鎖付するのがよい．接績部を少なくし，耐蝕に富み，かつ鐵付を容易ならしめる顯から材質は銅の管がよい．蓮止辮は塞氣醒縮機の一衡程毎に動作するものであるから，とくに調材料ともに良好のものでなければ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　函ならぬ・　　　　　　　　　　　　．6．結　　　言　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぽ以上で當赴製161kv，碍子型過器に闘する概略の説明を終るが，試験に開しでは，その性能を判定する上にもつとも重要な大容量短絡設備による短絡遮断試験を行い得なかつたことは，’蹴として仕方のないことながら，残念であつた．しかし日本魏電會肚の御協力により，据付後に種々試験される蓮びたなつており，その結果を大いに期待している次第である．　　　　　　　　文’　　9献・・　　　’（1）五十嵐：竺菱電機（昭22．5）譜鵠●VO茎ふ22・】90‘5●1瞬1鐸ソ’∵�h『’4型コ7り　ンオ受．．信．、機小型鯉量にLてLかも大挫セツトに比べで性能の遜色なきこe’，大量生産に適することを圓標とLて設静L，昭和23年3月に開襲を絡つた新襲晶の普及型5球スーパー「ダイVF一ン」48−G型ラチオ受佃機について，定格，構造の概要，電類　　　，的特性等などを紹介広たものてある．　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，〆伊丹製作所樫黒開本田俊忠’久．彌光・・次　’｝卜■　1．緒　　　言　敗職後の客観情勢より，我國のラジオ工業は楡出＼＼により始めてその活路を見出し得るものと考えら　れる．そのためには外國市場において諸外國のラ　ジオ受信機と品質，債格の鮎で競宇し得る受信機　を生産しなければならない．これは我國のラジオ　受信機ならびに部品およびその材料の製浩技術の　劃期的向上を意味する・外國市場において優れた　商品は國丙においても需要者に品質，債格におい、　て浦足を與える筈であt）ttこれが從來の再生式國　民型受信機にとつて代る筈である．か・Nるラジオ　受信機の主流とも言5べき型は，トランスレスGT管5球式5吋ダイナミックスU’　e・　th　一附小　型スsパe”ヘテロダインに落付くのではないかと　考えられる．　　αr管は勿論のこと，從來我國ではラジオ受信機は再　生式が主流をなしていたため，いわゆる國民型とも稻す、　　　第2田　a8G型ラジオ■織口遊に毘置回48輪P型ヲジオ受信簡？撞本・黒田・開登・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓第　　1　　間”べき債格も廉くスピρカーも大き過ぎずといつた程度のスーパPペテVダイ．y受信機に適合する顕管シリ＾ズが揃つていない・受ewの設計頗塞管によつて聯の拘束を受けるのであり，我々は種々の顯を考慮した結果，6A71iD6　−6ZDH3　一　6ZP1−一一12Fのシリーズを選んだのである1また麟は軍巻として受信機を極力小型にすることに努めた．　48−G型はこうした意圃の下に開登された製品である．したがつて構成部品を嚴選し良好な電氣的，昔響的性能を具備ぜしめるとともに，普及型スーパーとしてふさわしい獺を有するようにキヤビネットの意匠には特に意を用いた．以下その概要を紹介する．2．定　　　格　　　　　・　　　　　　　　　　・　　　　　　l　　t　ア．回路方式　　　　　　　　　5球式スーパーヘテロダイシ方式　（，受信周波蛍椿　550N1，500KC　　　　　　　、　　　　　＼　　．　．　　’　（153）拍　　　　　（Pジード�n旨、　　　‘じ，　　中〉“　：　刀’i’　　圧　　t，PtV）　　　’　　　1”　　　・e＄　　シ、．，タ　　　　ネ　　　　　　　　　　　し　　　ウ．中間周波藪こ・’　　エ，感度階紐　，、オ．電　源　　　力．消費電カ　　プ　　　キ．f電氣的出力　　　　　‘医謬三運τ言�n鷺三∵�nでワ竺�nxで�n警�n≡1響�nで一：警に［），1、’ノ　’／翻≦縦眺ツ1’20／0080’夕　　　　　標準貢荷抵椋、t2KD出力50嚇一定歪率　！5％以下雑・音　32レ．音量調整器最大音　源　　50ヤ60／レt　　r1’腸一＼700　　得OO　　　lIO◎　　t3◎O　　S500ク．高皇器搬送眉波数　第　3’1　　　　　fKCJ　　　　圖　　　　　　1“　　　　　　　463KC極徴電界級交流59ty60サイクル．85〜100V・約〆40“A　　　　　　　　　　　　・無歪最大助歪as・15％において300mW以上最大出力約1．2W　’、5吋パ’−7ネンビダイナミッ・クスピr力口，可動線輪インピーダンス32　　　　　　●15◎Oyt・」◎oo、700ごソ’、、　　　ち’姻電’氣200的／00出70九タo　，伽�uo　／9　，4　　2搬送周波数ノ搬耽変　調4αぬ40％擬似室中線標準暮轟籔蜜A／020　40　70・　ioO　2◎040◎室中線八力電圧（LtV）策　4　圓∨　　　　　　　変＼調周波数∫・bノ．　　　　　i、　　　　　　　・第　5　圓　　　　　　　・3．受信機の構歳概要　　　　　　　　　’　　…ア．外親ならびに重量キ」Pピネットは側面をフヲーボードを貼合ぜたもめ1こ合セ成樹脂製前面板を取付けたもので，巾奥行高さ280×1部×！87mmである．本機の外観を篤眞第1薗に示す．ツマミは向つて左が電源スイ1ッチ兼昔量調整器；右が選�fご蓼鷲齋慧翼票欝探蒜：�c本機の軍量は約4・7�s、であるパ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「●ト吟9　．『　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　♂ノ中線入電圧比｛db｝、30・搬送周波数／倣2焔変調4％〜勿％擬似室中線　　　　　　標準貿荷抵抗ン2κρ出刀50　mVV一定音量調整器’最大∫−’‘　　　　　層20，ト‘　　　　　　　、1−．、‘一メ二’　　　　　　　　　●亀　ン、’　　，　　　，〉、一ノ5　一ノ0　−5　　fO　　5　　／0　’15　　同調点よりの周波tw偏差　（κc｝’第　　6’　　　　　　　　　　　　　　　　　、口く＼111｛司≦「．、　　　．．　　　，20、（154）K．、《珪冒説艶：●VQL．’22s　Nφ．5●i　lgl9　　　▲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，・］亀、で警六7口響贋響葺璽�n琴�c三響警：マ�k�n∵∵1三∵糊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　／it．出3020’力／oidb）‘　　0一／0一20／oo獣ぬ／000　　2000　4000周波数（・Vノ／00（フ0一’タ6t1第7圏　　　’DP−50A型高聾器書寧特性イ．電　畑げ　　　　　ヘ　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　ち　　　　電源隻睡器一次側に100Vおよび86Vの端子を備え，魁原電匪が70V程度まで低下しても實用に支障葵ないようにしてある．　　　　　　　　　・1ウ．受信回路　　　・　　　・　　’：普通め5球式ス’パ声ヘテロダイン方式であつて，賃室‘管や部遡書などもできるだけ入手し易いものを使用しsl難解な回路は避け生蓬原便を低減するように努めた・使顧室管は次の鋤である・　　　　　，　　　．Ut−6A7・�`　　PZ−6D6　　　6Z−−DH3　　　　　　　　　　　　　　　　　6Z−Pl　　　KX−12F　周波数憂換　中間周波増幅　　，1　、　橡波OAVC，低周波増幅’出力増幅　整　流L　　v第2圓に配線圃と配置圃を示す部品は極力スベ；スを詰めて配置しシヤシ’の小型化を固つたが電氣的特性に悪影響を及ぼさぬように苦心した．バリコンは二蓮小型を使用し，高周波？イルおよび中間周波Fランスにはリ、ッツ線を使用やず，軍線で高いQを得るためにオキサイ　ドコアー（麿粉磁心）を使用した．これはまた工場におけるイソダクタソスの調整・高周波酪砺ラ・キン醐整の時閲を短縮し得る．塞申聾プイルは高いインピーダンスー次にして受信嘩踊における感度偏差，ならびに，使用空申線のちfεによる感度の愛化を小さくtしてあへヘ　　　　ノ．る．・中間周波トランスは防漁に注意してあちインダクタ4断G型ラジオ受信穣・樫本・・黒田・開壌　　川　ンス同調式を探用した．電源回路には軍纒器を使用　して資材の節約を圖り，整流濾波回路の定敦を適営にし牛波整流にもかNわらずハム出力を1mW以下ならしめ，快画こ放邊聴取ができる・濾耀電器e・exブP・Wt電解、蓄電器を使用し好成績を得ている，麟は當瀧製　　　　　　　　　　　　　　マへ　DP−−50A型5’吋パ’マネントダイナミックスピPカ　／、　’を使用している．　　　　　　　　　　　　　　　　／’　．．、’　，・・e／4．特　　　性　　　　　　　　　　一　　　　　’　　　’　　　　　　　　　　　　　　　・］　本機は昭和23年1月8日改正公布し，同年2　・・fi　1　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1Ji　日施行された遁信雀令に基く聴取無線電話用受信機型式　試験に合格したもので，以下これら特性を述べる．　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆　7．感．　　度　　　　　　　　　　　．”　　　　　、第3圖は本機の感度特性で・標準擬似塞中線（14μH・．−150pF，50za直列持績）を使用し蹴力50血Wを得るに要する入力電塵を示す．彊1において100V，90Vとあるの、　は電源攣懸器の一一Ptタツプを100V側とした時，電源電　塵を、100Vと90Vにした時の高周波入功電塵を示すも　ので，’これより電源電匪を100Vより90Vにした時の　感度差は最大3db以丙である・また電源電麿1（町においては全周波敷留にわたり110db以上の綜合利得を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　有し，利得偏差は最大9dbである．　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　■イ．出　　　カ　ー　　　　　　　．　tt一第4固に本機の出力特性を示す．これより本機の歪率15　％における無歪最大出力は300mW以L　最大出力は’　　　　　　　Al　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　パ（155）21　　　　　t『’→9‘繧言でア・で：」“”7，　’一丁＝1”1・’一　いでマ「1　T．　．二・，・．　F　へ’戸平一マ�_ε二「◇丁三亭丁で；てコー7ぞ＝　　　　　t’・J　　　　�j�d　’　　J　　メ　▼　　P　二　　　　　　司t　　’　　　　　　　　　　”∴　　　3◎’　入　　　力　　　FilE，、　　ag．，？P　　　圧　　　比；t　　、（（ib）・｝◎卜L卜　　・　　　．含卜�b、　　　or8口帽周mumaf且づ像（db）ξで；ア．�k∵ご浮三≡ジ『筆牢　　　　　　一　　　　’∴＼　　　’i　　　　　　　　　　　　i　t　　�d「、驚灘出力50〃，w一定音量調整器最太50否40幻，　　　　、、30’’」　　’’1、、5α）　πり　・900　〃αフ．／300　1500　　　　信号周波数（KC戊　　　　　第　　9　■｝’t約1．2Wである．ウ．電氣的忠實度第5圖は定格出力300mWにおける本機の電氣的忠簸難鑓：�l欝‡禦ζ；‡慧灘雛数110サイクルにおいて一1・5db，4，000サイクルにおいて・−9．edbでありかなり良好な忠實度を有する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ・選揮麿　　　　．‘第6岡は感度測定歌態における本機の選鐸度特性で受信周波戴帯内において同調霊より10KC離調の時2Q　db以上の減褻を有し近接周波敷の混信除去に十分の性能である．オ．高聾器昔響特性第7口はDP−−50A型5吋パーマネントダイナミッグス　e“e　pm　一の督響特性で周被敷レスポンスを示したもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昏である．カ．中間周波特性　　　　’　　　　　　　ミ、鋪8帥ご本機の中聞周麟度特性を示すリッツ線を使用せずともオキサイド．nアーを使用することによつて　　　　　　　　　　コそ5とう」良好な選樫度力縛られる．キ．影像比　　　　　　　’鰭度測定の状態における糎信號周披数入力電馨と影像22（156）ve周波敏入力滝匪との比を第9間に示す．題より本機の影像比は31db以上であり高周波増幅管を有しない繊のごとき5球申波k・一パ■としては良好と思われる．　’ク．共　の　他本機を使用状態に置いた時，本機に褒生する高周波鋤電流が，他のあらゆる放濾取用受信機に樹して賞用上支障を生じない程度であることが確められている．本機ドの絶檬抵抗et’B配線とシヤシ’間13M9壕七BEE線と接嶋間50MΩ以上，電源コードを接触端序聞担OMP以上であり．麺縁耐力はそれぞれ規定電麗iに謝し合格してL7る．5・結　　、言　　　　　　　　　　　L以上簡阜ながら「ダイヤト’シ」48−・G型ラジi受信機の鞭を紹介した．緒言にも逸べたごとく將來の我國家庭用受信機としてぜひこの級のものが主流となつて轡鼓ミさるべきであり・敢て普及型スパ・一と名付けるゆえんもこごにある．　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　一　本機は既述のごとく遭信省の口に合格し，すで’に量産1＄つているt三，我々はさらに研究改良を電ねな．お一層廉便にして高性能の受信機を逡り出すぺぐ鋤し　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　ジへている次第である．「終りに紙上をかりて終始慶らぬ御指　　　　　　　　セ導御鞭麓を賜つた諸上司，本機の試作に協力された蘭榛同僚各位｝珊し深く感謝の意を表tるものである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t≡三藷酢書棲睦．VO1ム22．　Nぴ5・19鎗＼th　イ　　・sxza　i晋2：縛内容直流1，500V電流回路に於けるサ’ジに就いて・・木　村サプー蓑斑錨罐縫磯いで・・麟電鐵用定電璽電動登電機・・・・・・・…　一・一一一’・・片　岡DH−−1型ラジれ一タ・・・・・・・・……・…・・一・’”・ti　lll甥議議鱗欝嬬し1潜と一菅野　新製品紹介　　159罵力軍胴巻上機　　ダイヤト＿ソ48−G型ラジオ受信機　　200粍ターピソボソプ・三麺劇撒21内容豫定Fe不純物がA｜懸�f鰭二紛…・一・長谷川繍冷灘の出來るまで一・・・・…一・・一雀菅酬陵灘讃欝繍騰・・・…蓋藁銀一テルル抵抗饅の試作研究・…・t−・・・・・・・・…菅野柱上難器浩損防止器・・・………・…’‥・・…藤井　新製品紹介「三　菱　電　機」VOL．22　NO，5昭和23年9月10日印刷r禁無断轄載』　昭和23年9月15日褒行定債1部　金15園倦料共）■［・VOL．・22，　N立5より上副1の通り止むを得ず定債を塑更致ナ事になりました．御諒ゑ■いtナ．編輯兼稜行人印　　刷　　者印　　刷　　所稜　　行　　所小林稻城　東京都ミ讐匿駈布竹昏町一番地大　　橋　　松　　三　　郎　東京都港霞麻布竹谷町一番地博　文　　堂　印　刷　所　東寮都千代田匿丸の内2丁目2番地≡≡菱電機株式會註丙　「三菱電機」編韓部　　　　　電話丸之内閻　3344（6）　　　　　　日本出版協臼倉員番號B213013　　　　　　　　　三菱の鐵製●☆極めて小型☆冷却水量の極少☆材料は同容量水銀整流器の約50％　　　6Set　　　2000KW．　　　1500V．　　　1333A，’1”1’’”1，’’’’”一，i−i−iiiiiiiiiiiii−ii−iiiMiiiiiiiii−−iiiiiiii一三菱RA型標準　　10KV−a．軍相30KV−a．　　50KV−a．配電用憂歴器　　　東京・丸ノ内・丸ビ／↓三髪電襟棉式倉弛
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